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39日 

開催まで 
あと 

夏季大会　  9/13～16　県富士水泳場 
秋季大会　10/26～29　市立富士体育館 

主な内容

戦争を知り、平和を知る

日ごろからの防災対策を!!

参加してみませんか？
第37回富士市スポーツ祭

「ナイスショット！」「ファイト！」

コートいっぱいに響き渡る熱い声援

中体連富士市内大会　ソフトテニス
7月19日 富士総合運動公園庭球場
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戦争を知り、平和を知る
第二次世界大戦が終わり、日本から戦争がなくなり58年。戦争は既に

過去のことであると考える人も多いのではないでしょうか。

しかし、戦争は決して過去のことではありません。たとえ日本に戦争

がなくても、現在も、戦争や紛争は世界各国で起こっています。また、

核兵器の保有や開発なども、平和を脅かす大きな問題となっています。

今回の特集のテーマは「戦争と平和」。世界中で今もなお続いている戦

争や平和の意味について一緒に考えてみませんか。

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言

戦
争
の
惨さ

ん

禍か

を
な
く
し
　
世
界
の
恒
久

こ
う
き
ゅ
う

平
和

を
実
現
す
る
こ
と
は
　
全
人
類
の
願
い
で
あ
り

世
界
で
初
め
て
の
被
爆
体
験
を
持
つ
日
本
国

民
の
悲
願
で
あ
る

し
か
し
な
が
ら
　
核
軍
備
拡
大
競
争
は
　
依

然
と
し
て
進
み
　
平
和
に
対
す
る
　
深
刻
な
脅き

ょ
う

威い

と
　
戦
争
の
危
険
は
後
退
し
て
い
な
い

富
士
市
は
　
平
和
憲
法
の
も
と
で
　
平
和
で

明
る
い
生
活
を
享
受

き
ょ
う
じ
ゅ

す
る
た
め
　
市
民
憲
章
を

制
定
し
　
市
民
の
行
動
原
理
と
し
て
培つ

ち
か
っ
て
き

て
い
る

富
士
市
民
は
　
戦
争
を
な
く
し
　
真
の
平
和

を
実
現
す
る
た
め
の
努
力
を
明
ら
か
に
し
　
富

士
山
の
よ
う
に
　
広
く
　
美
し
く
　
高
く
　
た

く
ま
し
く
　
正
し
く
生
き
る
こ
と
を
悠
久
の
理

想
と
し
て
　
非
核
三
原
則
を
遵
守

じ
ゅ
ん
し
ゅ

し
　
す
べ
て

の
核
兵
器
の
廃
絶
を
求
め
る
こ
と
を
市
民
の
総

意
と
す
る
平
和
都
市
を
　
こ
こ
に
宣
言
す
る

昭
和
六
十
年
十
一
月
十
九
日
　
富
士
市
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昭
和
六
十
年
十
一
月
十
九
日
、
富
士
市
は
、
核
兵
器
の

廃
絶
と
戦
争
の
な
い
平
和
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
市

と
し
て
核
兵
器
廃
絶
と
平
和
へ
の
願
い
を
内
外
に
あ
ら
わ

し
た
「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。



主な核兵器保有国

戦争・紛争などの
起こっている地域

①旧ユーゴスラビア、コソボ、ボスニア・ヘルツェゴビナ、
　スロベニア、クロアチアなど
②エチオピア、ルワンダ、コンゴ、アンゴラ、ギニア、
リベリアなど
③イラク、パレスチナ、レバノン、シリア、グルジア、
　キプロス、ヨルダン、イスラエル、タジキスタンなど
④アフガニスタン、インド、パキスタンなど
⑤チェチェン（ロシア）など
⑥カンボジア、フィリピン、東ティモールなど

①旧ユーゴスラビア、コソボ、ボスニア・ヘルツェゴビナ、
　スロベニア、クロアチアなど
②エチオピア、ルワンダ、コンゴ、アンゴラ、ギニア、
　リベリアなど
③イラク、パレスチナ、レバノン、シリア、グルジア、
　キプロス、ヨルダン、イスラエル、タジキスタンなど
④アフガニスタン、インド、パキスタンなど
⑤チェチェン（ロシア）など
⑥カンボジア、フィリピン、東ティモールなど
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一
九
四
五
年
、
日
本
の
降
伏
に
よ
り
、
第

二
次
世
界
大
戦
は
終
結
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

の
戦
争
は
、
二
十
世
紀
の
著
し
い
技
術
の
進

歩
に
よ
り
、
機
関
銃
や
航
空
機
、
毒
ガ
ス
な

ど
の
新
兵
器
が
も
た
ら
す
被
害
が
大
き
く
、

大
規
模
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

多
く
の
人
の
命
が
失
わ
れ
た
だ
け
で
な
く
、

建
物
の
崩
壊
な
ど
に
よ
り
都
市
基
盤
が
失
わ

れ
る
な
ど
、
経
済
的
な
損
失
も
非
常
に
大
き

な
も
の
で
し
た
。

こ
の
戦
争
で
の
犠
牲
者
は
、
世
界
中
で
数

千
万
人
に
上
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

人
の
犠
牲
者
は
六
百
万
人
以
上
。
中
で
も
、

広
島
・
長
崎
へ
の
原
子
爆
弾
投
下
に
よ
る
犠

牲
者
は
、
二
十
万
人
以
上
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

1990年以降、戦争・紛争が起こっている地域

先
の
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
り
、
戦
争
の

悲
惨
さ
を
知
っ
た
は
ず
の
人
類
。
し
か
し
残

念
な
こ
と
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
も
、

世
界
の
百
五
十
か
所
以
上
で
戦
争
や
紛
争
が

起
き
て
い
ま
す（
下
図
参
照
）。
そ
の
主
な
原

因
は
、
思
想
や
宗
教
、
民
族
の
違
い
、
貧
富

の
差
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
戦
争
に
よ
る
死
者
は
一
億
人
以

上
と
も
言
わ
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
を
は
る

か
に
上
回
る
数
の
人
々
が
犠
牲
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
兵
士
よ
り
も
一
般
市
民
の

犠
牲
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
約
四
十
年
間
、

ア
メ
リ
カ
と
旧
ソ
連
（
現
在
の
ロ
シ
ア
ほ

か
）
を
中
心
に
起
こ
っ
た
核
軍
備
拡
大
競

争
に
よ
り
、
地
球
上
に
原
子
爆
弾
や
水
素

爆
弾
な
ど
の
戦
略
核
兵
器
が
蓄
積
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
全
面
核
戦
争
が
起
こ
れ

ば
全
人
類
が
滅
亡
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
危

機
を
も
生
み
出
し
ま
し
た
。

一
九
九
一
年
、
ア
メ
リ
カ
と
旧
ソ
連
の

間
で
調
印
さ
れ
た
「
戦
略
核
兵
器
削
減
条

約（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
）」に
よ
り
、冷
戦
期
に
増

大
し
た
戦
略
核
兵
器
は
大
幅
に
減
少
し
ま

し
た
。
し
か
し
一
方
で
は
、
人
間
へ
の
被

害
を
大
き
く
し
た
中
性
子
爆
弾
（
水
素
爆

弾
の
一
種
）
が
開
発
さ
れ
る
な
ど
、
核
兵

器
の
開
発
は
今
も
な
お
進
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
核
兵
器
は
、
製
造
か
ら
解
体
ま

で
、
あ
ら
ゆ
る
過
程
で
放
射
能
汚
染
を
引

き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
核
兵
器

は
、
存
在
す
る
だ
け
で
地
球
環
境
を
汚
し

続
け
る
の
で
す
。
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※核弾頭数は、戦略 
　核兵器と戦術核兵 
　器を合わせたもの 

主な核兵器保有国の核弾頭数 
ストックホルム国際平和研究所（SIPRI）年鑑 
 2002年版データより 



◆
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

・
教
え
ら
れ
な
か
っ
た
戦
争

〜
侵
略
・
マ
レ
ー
半
島
（
百
十
分
）

・
証
言

侵
略
戦
争
人
間
か
ら
鬼
へ
、
そ
し
て
人
間
へ

（
四
十
三
分
）

・
核
戦
争
後
の
地
球

第
一
部
「
地
球
炎
上
」（
三
十
分
）

・
核
戦
争
後
の
地
球

第
二
部
「
地
球
凍
結
」（
三
十
分
）

・
火
垂

ほ

た

る
の
墓
（
九
十
分
）

・
に
ん
げ
ん
を
か
え
せ
（
二
十
分
）

・
君
知
っ
て
る
？
首
都
炎
上

ア
ニ
メ
東
京
大
空
襲

（
十
八
分
）

・
は
だ
し
の
ゲ
ン
（
九
十
分
）

・
は
だ
し
の
ゲ
ン
２
（
九
十
分
）

・
ヒ
ロ
シ
マ
に
一
番
電
車
が
走
っ
た
（
三
十
分
）

・
つ
る
に
の
っ
て
〜
と
も
子
の
冒
険
〜
（
二
十
七
分
）

・
見
上
げ
れ
ば
、
ひ
ま
わ
り

〜
千
恵
子
さ
ん
と
と
も
に
〜
（
三
十
分
）

・
さ
よ
う
な
ら
カ
バ
く
ん
（
二
十
五
分
）

・
お
ば
け
煙
突
の
う
た
（
四
十
二
分
）

1 広報広聴課　55-2700
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私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
と
は
…

日
本
で
は
、
戦
争
を
知
る
世
代
が
減
り
、
戦
後
の
貧
困

を
体
験
し
た
人
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
総
人
口

の
七
〜
八
割
は
、
い
わ
ゆ
る
「
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
」。

戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
は
、
戦
争
の
本
当
の
恐
ろ
し
さ
を

知
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
戦
争
体
験
者
の
話
を
聞
い
た
り
、
世
界
じ
ゅ

う
で
起
き
て
い
る
紛
争
や
内
戦
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
す
る

こ
と
で
、
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
や
悲
惨
さ
を
知
り
、
そ
れ
を

次
世
代
ま
で
語
り
継
い
で
い
く
こ
と
が
、
今
の
時
代
に
生

き
る
私
た
ち
に
託
さ
れ
た
重
大
な
役
目
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

戦
争
展
で
は
、
ふ
だ
ん
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
写

真
や
映
像
な
ど
を
実
際
に
見
て
、
と
て
も
大
き
な
衝

撃
を
受
け
ま
し
た
。
学
校
で
教
わ
る
戦
争
は
日
本
の

こ
と
が
中
心
で
す
が
、
戦
争
展
を
機
に
、
も
っ
と
ほ

か
の
国
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
に
も
目
を
向
け
る
べ

き
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

実
際
の
戦
争
は
、
映
画
の
よ
う
な
格
好
よ
さ
は
な

い
と
思
う
し
、
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
ボ
タ
ン
一
つ
で
簡

単
に
で
き
る
も
の
で
も
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

戦
争
の
本
当
の
悲
惨
さ
を
知
ら
な
い
た
め
に
命
を
軽

く
考
え
て
し
ま
う
人
が
多
い
の
で
、
今
で
も
世
界
か

ら
戦
争
が
な
く
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
平
和
」
は
、
争
い
ご
と
が
な
く
、
お
互
い
を
思

い
や
る
こ
と
が
で
き
、
だ
れ
も
が
充
実
し
た
生
活
を

送
れ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
今
の
日
本
で

は
、
若
者
の
凶
悪
事
件
や
児
童
虐
待
な
ど
、
考
え
ら

れ
な
い
よ
う
な
事
件
が
起
き
て
い
ま
す
。
戦
争
が
な

い
こ
と
だ
け
で
平
和
だ
と
は
言
え
な
い
の
で
は
…
。

私
た
ち
は
、
人
の
命
の
重
み
を
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

第二保育園では、富士語りべの会
の橋口傑

すぐる

さんを招いて平和教室が
行われました（7月11日）。
「戦争は、国と国のけんかです。
世界には今でも、戦争で食べ物が
なくて困っている子どもがたくさ
んいるんだよ」

昨年の「平和のための富士戦争展」

にボランティアなどで参加した

右から

小川 浩代さん（富士東高校2年）

国分
こくぶん

瑞
みず

菜
な

さん（ 〃　　2年）

宮下 和也さん（ 〃　　3年）

命
の
重
み
を
考
え
て
い
き
た
い



八
年
前
、「
こ
の
子
た
ち
の
夏
」
と
い
う
、
広
島
・

長
崎
の
悲
劇
を
伝
え
る
朗
読
劇
が
富
士
市
で
上
演
さ

れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、「
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。
戦
争
や
平
和
へ
の
関
心
が
薄
れ

て
い
く
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
高
校
生
や
中
学
生
な

ど
の
参
加
も
見
ら
れ
、
頼
も
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

最
近
は
、
戦
争
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
減
っ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
被
害
者
や
加
害
者

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
た
ち
の
視
点
か
ら
戦

争
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
平
和
を
考

え
る
上
で
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

平
和
は
「
空
気
」
の
よ
う
な
も
の
で
、
ふ
だ
ん
は

そ
の
存
在
に
気
づ
か
な
く
て
も
、
な
く
な
っ
て
し
ま

え
ば
苦
し
く
な
り
ま
す
。
心
に
ゆ
と
り
が
な
く
、
心

配
事
の
多
い
状
態
は
平
和
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
現
在

起
き
て
い
る
戦
争
や
テ
ロ
も
、
時
間
を
か
け
て
話
し

合
え
ば
解
決
で
き
る
こ
と
が
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。

お
互
い
を
理
解
し
合
う
ゆ
と
り
が
な
い
た
め
に
、
争

い
が
起
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

平
和
の
た
め
に
私
た
ち
に
必
要
な
こ
と
は
、
自
分

と
は
違
う
立
場
の
人
の
意
見
を
聞
き
、
お
互
い
に
理

解
し
合
う
心
の
ゆ
と
り
を
持
つ
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

100　

20

・
十
六
地
蔵
物
語
ー
戦
争
の
犠
牲
に
な
っ
た
子
ど
も
た

ち
ー
（
二
十
六
分
）

・
沖
縄
　
第
一
部
「
一
坪
た
り
と
も
わ
た
す
ま
い
」

（
七
十
五
分
）

・
沖
縄
　
第
二
部
「
怒
り
の
島
」（
百
二
十
分
）

・
お
か
あ
さ
ん
の
木
（
二
十
分
）

・
な
っ
ち
ゃ
ん
の
赤
い
て
ぶ
く
ろ
（
十
八
分
）

・
青
い
目
の
人
形
物
語
（
三
十
分
）

・
対
馬
丸
（
七
十
五
分
）

・
か
っ
飛
ば
せ
！
ド
リ
ー
マ
ー
ズ
　
カ
ー
プ
誕
生
物
語

（
八
十
六
分
）

・
一
つ
の
花
（
二
十
三
分
）

・
お
こ
り
じ
ぞ
う
（
二
十
八
分
）

・
お
か
あ
ち
ゃ
ん
ご
め
ん
ね
（
二
十
六
分
）

・
ト
ビ
ウ
オ
の
ぼ
う
や
は
び
ょ
う
き
で
す
（
十
九
分
）

・
な
が
さ
き
の
子
う
ま
（
二
十
六
分
）

・
ク
ロ
が
い
た
夏
（
八
十
分
）

・
は
と
よ
　
ひ
ろ
し
ま
の
空
を
（
二
十
一
分
）

・
証
言
　
中
国
人
強
制
連
行
（
四
十
一
分
）

・
証
言
ー
　
世
紀
か
ら
の
遺
言

〜
若
者
が
問
う
侵
略
戦
争
（
三
十
八
分
）

◆
十
六
ミ
リ
映
画
フ
ィ
ル
ム

・
核
戦
争
後
の
地
球

第
一
部
「
地
球
炎
上
」（
三
十
分
）

・
核
戦
争
後
の
地
球

第
二
部
「
地
球
凍
結
」（
三
十
分
）

・
お
こ
り
じ
ぞ
う
（
二
十
七
分
）

・
お
か
あ
さ
ん
の
木
（
二
十
分
）

・
　
ば
ん
め
の
サ
ル
（
二
十
分
）

・
核

戦

争
（
十
五
分
）

・
ち
い
ち
ゃ
ん
の
か
げ
お
く
り
（
二
十
分
）

★
（

）
内
は
再
生
時
間
で
す
。

（ 5 ）

平和へのメッセージ
実行委員長

日下田
く さ か た

照明
てるあき

さん（厚原）

今
の
日
本
は
平
和
だ
か
ら
…
と
、
つ
い
戦
争
に

無
関
心
に
な
り
、
平
和
で
あ
る
こ
と
が
当
た
り
前

だ
と
思
っ
て
し
ま
う
私
た
ち
。
し
か
し
、
戦
争
に

つ
い
て
知
る
こ
と
で
、
平
和
で
あ
る
こ
と
の
大
切

さ
や
、
平
和
の
あ
り
が
た
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
戦
争
は
過
去
の
こ
と
」、「
戦
争
は
外
国
で
起

こ
っ
て
い
る
も
の
」
な
ど
と
無
関
心
に
な
ら
ず
、

ま
ず
は
「
戦
争
を
知
る
こ
と
」
か
ら
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

�平和のための富士戦争展
「伝えよう、戦争の悲惨さと平和
の尊

とうと

さを」と題した昨年の戦争展
では、高校生や中学生などの姿も
多く見られました

2003年平和のための富士戦争展
8月12日（火）～17日（日）
ロゼシアター展示室

平和へのメッセージ�
平和を願うグループが、それぞ
れが持つ平和への思いを、合唱
や劇などを通して伝えます

第8回　平和へのメッセージ
8月16日（土） 13:00開演　
ロゼシアター小ホール

大
切
な
の
は
、
他
人
を
理
解
で
き
る

心
の
ゆ
と
り
を
持
つ
こ
と



災害時は電話がかかりにくくなることが予想されます。家族の安否確認などのために「171」
が有効です。使い方は、「171」をダイヤルし、ガイダンスに従いメッセージを録音、再生する
だけです。防災週間中（8月30日～9月5日）も使用できますので、ぜひお試しください。

（ 6 ）

設
置
し
た
り
す
る
な
ど
、
防
火
対
策
を
と
り

ま
し
ょ
う
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検

見
た
目
は
し
っ
か
り
し
て
い
て
も
、
も
う

一
度
点
検
し
、
安
全
性
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

食
料
・
飲
料
水
の
備
え

地
震
直
後
は
、
食
料
品
を
確
保
す
る
こ
と

は
困
難
で
す
。
各
家
庭
で
食
料
品
を
七
日
分

（
う
ち
非
常
食
三
日
分
）
程
度
、

一
人
に
つ
き
一
日
三
リ
ッ
ト
ル

の
飲
料
水
を
最
低
三
日
分
用
意

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

浴
槽
な
ど
に
水
を
入
れ
て
お
く

と
、
多
目
的
に
使
え
ま
す
。

非
常
持
ち
出
し
品
の
用
意

医
薬
品
、
懐
中
電
灯
、
ラ
ジ

オ
な
ど
家
族
構
成
を
考
え
て
最

低
限
の
も
の
は
用
意
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
（
防
災
マ
ッ
プ
に
も

訓練想定 8:30 警戒宣言発令
9:30 東海地震発生（1日経過を想定）

地震想定 駿河湾から遠州灘を震源域とするマグニチュード8.0の地震が発生し、全県下で
震度6弱以上の揺れを想定

訓練内容 ○防災意識の高揚
○市民・ボランティア・事業所などの協働による自主防災訓練
○防災関係機関による情報の収集・伝達及び広報訓練
○津波・土砂災害・水害などの危険が懸念される地域における訓練　など

※会場型訓練は鷹岡中学校グラウンドで実施します。

平成15年度富士市総合防災訓練（9月1日）

家族の安否確認に「171」（災害用伝言ダイヤル）の利用を!!

八
月
三
十
日
〜
九
月
五
日
は
防
災
週
間
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

「
ふ
だ
ん
か
ら
の
心
構
え
」、「
警
戒
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
ら
」、

「
地
震
が
起
き
た
ら
」
な
ど
、
家
庭
内
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
九
月
一
日
の
「
防
災
の
日
」
に
行
わ
れ
る
総
合
防
災

訓
練
で
は
、
東
海
地
震
を
想
定
し
、
判
定
会
の
招
集
か
ら
警
戒

宣
言
の
発
令
を
経
て
、
地
震
発
生
に
至
る
一
連
の
動
き
を
訓
練

し
ま
す
。
自
分
た
ち
の
生
命
や
財
産
、
地
域
を
守
る
た
め
に
、

地
域
や
職
場
で
行
わ
れ
る
防
災
訓
練
へ
積
極
的
に
参
加
し
ま
し

ょ
う
。

住
宅
の
耐
震
診
断

市
で
は
、
県
と
協
働
で
住
宅
の
耐
震
化
を

図
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
（
東

海
・
倒
壊
）
ー
０ゼ

ロ

」
を
進
め
て
い
ま
す
。
耐

震
性
の
不
安
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
昭
和
五
十

六
年
五
月
以
前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
で
は
、

自
分
の
家
が
ど
の
く
ら
い
の
地
震
に
耐
え
ら

れ
る
か
診
断
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
（
広
報
ふ

じ
六
月
五
日
号
参
照
）。

家
具
の
転
倒
・
落
下
防
止

災
害
時
に
家
の
中
で
の
被

害
を
少
な
く
す
る
た
め
、
家

具
の
安
全
を
確
認
し
、
必
要

に
応
じ
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
予
防
対
策

火
を
出
さ
な
い
よ
う
家
の

ど
こ
に
火
の
元
が
あ
る
の
か

確
認
し
た
り
、
消
火
器
具
を

～自
みずか

らの命は自らで守る　自らの地域は皆で守る～

我
が
家
の
備
え
は
大
丈
夫
で
す
か
？

▲救出救助訓練（昨年の防災訓練）

知っておきたい防災知識



問
い
合
わ
せ
　
防
災
対
策
課
　
1
五
五
ー
二
七
一
五

Fhttp
://w
w
w
.city.fuji.shizuo

ka.jp
/cityhall/so

um
u-b
/b
o
usai/
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※「富士市防災マップ」のNo.1をお持ちの皆さんへ

配布しました「富士市防災マップ」No.1に、えのき保育園（青葉町566）が表示されていませんでし
たのでお知らせします。なお、えのき保育園の最寄りの避難場所は、富士中央小学校となります。

私
た
ち
の
町
内
に
は
土
砂
災
害
の
起
き

る
可
能
性
の
あ
る
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
今

の
と
こ
ろ
特
別
な
対
策
は
と
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
今
回
、
土
砂
災
害
に
つ
い
て
の
説

明
を
聞
い
て
、
避
難
の
大
切
さ
を
つ
く
づ

く
感
じ
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
防
災
マ
ッ
プ

が
配
布
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を
活
用

し
、
町
内
で
避
難
方
法
な
ど
の
対
策
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
内
で
は
、
東
海
地
震
を
想
定
し
た
対

策
を
防
災
訓
練
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
震
が
来
る
と
言
わ
れ
て
時
間

が
た
ち
、
次
第
に
危
機
感
が
薄
れ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
地
震
は
い
つ
来
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
町
内
で
も
い
ざ
と
い

う
と
き
に
備
え
て
、
防
災
意
識
を
高
め
る

よ
う
啓
発
を
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
み

ん
な
で
支
え
合
っ
て
い
け
る
よ
う
に
し
た

い
で
す
ね
。

�7月、土砂災害危険区域内にお住ま
いの皆さんを対象に、各地区で説明
会を開催しました。（吉永地区）

町内で自主防災会長を務め、説明
会に参加した

本多 正
まさ

征
ゆき

さん（右・富士岡）

北原 貢
みつぎ

さん（左・比奈）

広
報
ふ
じ
六
月
二
十
日
号
と
一
緒
に
、「
富
士
市
防
災
マ
ッ
プ
」

を
全
世
帯
に
配
布
し
ま
し
た
。
こ
の
マ
ッ
プ
に
は
、
大
雨
や
地

震
な
ど
に
よ
る
土
石
流
や
が
け
崩
れ
と
い
っ
た
土
砂
災
害
の
情

報
の
ほ
か
、
防
災
関
連
施
設
の
位
置
を
示
し
た
地
図
な
ど
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

こ
の
マ
ッ
プ
を
参
考
に
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
、
家

の
周
り
の
危
険
箇
所
や
避
難
場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

七
月
二
十
日
に
発
生
し
た
九
州
地
方
の
土

砂
災
害
の
よ
う
に
、
土
石
流
や
が
け
崩
れ
な

ど
は
、
一
瞬
に
し
て
人
の
命
や
財
産
を
奪
い

取
っ
て
し
ま
う
恐
ろ
し
い
災
害
で
す
。
こ
れ

ら
の
土
砂
災
害
の
被
害
を
受
け
る
可
能
性
が

あ
る
区
域
に
住
む
人
は
、
警
戒
宣
言
が
発
令

さ
れ
た
場
合
や
、
突
然
に
地
震
が
起
こ
っ
た

場
合
、
大
雨
、
地
震
を
問
わ
ず
避
難
勧
告
が

発
令
さ
れ
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
指
定
の
避

難
場
所
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。（
避
難
場

所
は
防
災
マ
ッ
プ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

ま
た
、
付
近
で
危
険
な
兆
候
が
確
認
さ
れ

た
場
合
で
も
、
早
目
に
指
定
の
場
所
へ
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。

★
危
険
な
兆
候
と
は
…

土
石
流
の
危
険
区
域
で
は
、
山
鳴
り
が
す
る
、

急
に
川
の
流
れ
が
濁
っ
た
り
流
木
が
混
ざ
っ
た

り
す
る
、
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
川
の
水

位
が
下
が
る
な
ど

が
け
崩
れ
の
危
険
箇
所
で
は
、
が
け
に
割
れ

目
が
見
え
る
、
が
け
か
ら
水
が
わ
き
出
て
い
る
、

が
け
か
ら
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
と
落
ち
て
く
る
な
ど

避難場所を決めておきましょう
ふだんから家族全員で避難場所

を決めておきましょう。

地
域
で
の
防
災
意
識
を
高
め
た
い

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

★

もしも
のときは

雨に注意していますか？
土砂災害の多くは雨から起こり

ます。大雨や長雨で危険だと思っ
たら、早目に避難してください。

早目に避難を！

逃げ方を知っていますか？
土石流はスピードが速いので、

土砂の流れる方向とは直角に逃げ
ましょう。
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富
士
町
け
や
き
通
り
で
毎
月
開
催

「
街
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
」

お便りください
このコーナーは、皆さんの意見や地域の話題をお届けしています

広報広聴課155－2700 へご連絡ください

（ 9 ）

と　　　　　き 対象地区・施設 と　　　こ　　　ろ

9 月 6 日�

9 月 7 日�

9 月10日�

9 月11日�

9 月12日�

9 月13日�

9 月13日�に分散実施

9 月14日�

9 月14日�に分散実施
9 月15日�

10：30～

10：30～
10：00～

10：15～
14：00～

10：00～
10：30～
11：00～

10：00～

9 月15日�

9 月15日�に分散実施

9 月20日�  9 ：00～

 13：30～

 10：00～

鑑　石　園
青　葉　台
富士楽寿園
神　　　戸
駿　河　荘
浮　　　島
ケアハウス富士の里
今　　　泉
吉　　　原
元　吉　原
岩　本　園
天　間　荘
富 士 駅 南
吉　　　永
す ど の 杜

ケアハウス  コフレ・アントレード富士
伝　　　法
原　　　田

岩　　　松
須　　　津
吉　永　北
大　　　淵
田　子　浦
鷹　　　岡
天　　　間

丘
み ぎ わ 園
加 島 の 郷
 富士駅北2 
広　見　南
岩　松　北
富　士　南
 富 士 見 台
 富　士　北

広　　　見

鑑 石 園
青 葉 台 小 学 校 体 育 館
富 士 楽 寿 園
東 部 市 民 プ ラ ザ
駿 河 荘
東 部 市 民 プ ラ ザ
ケ ア ハ ウ ス 富 士 の 里
東 部 市 民 プ ラ ザ
ラ・ホール富士多目的ホール
東 部 市 民 プ ラ ザ
岩 本 園
天 間 荘
各区の公会堂など 9か所
東 部 市 民 プ ラ ザ
す ど の 杜
ケアハウス  コフレ・アントレード富士
各町内の公会堂など15か所
原 田 小 学 校 体 育 館

と　　　　　き 対象地区・施設 と　　　こ　　　ろ
岩 松 小 学 校 体 育 館
東 部 市 民 プ ラ ザ
吉永第二小学校体育館
大淵第一小学校体育館
田 子 浦 小 学 校 体 育 館
鷹 岡 小 学 校 体 育 館
天 間 小 学 校 体 育 館
丘 小 学 校 体 育 館
み ぎ わ 園
加 島 の 郷
各区の公会堂など7か所
各町内の公会堂など2か所
各区の公会堂など11か所
各区の公会堂など11か所
富 士 ハイツなど4 か 所
各区の公会堂など7か所
各区の公会堂など11か所
社会福祉センター広見荘

9 月15日�を中心に実施
富士駅北1

10：00～

10：00～

10：00～

10：00～

敬老会が市内各会場で行われます

☆敬老会対象者 75歳以上の人（昭和 4 年 4 月 1 日以前に生まれた人）
☆敬老祝金対象者 83歳以上の人（大正10年 4 月 1 日以前に生まれた人）

富
士
町
の
通
称
・
け
や
き
通
り
で
、
毎
月

一
回
、
日
曜
日
の
午
後
に
行
わ
れ
て
い
る

「
街
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
」。「
自
然
と
音
楽
に
出

会
え
る
よ
う
な
文
化
の
香
る
街
に
」
と
の
思

い
か
ら
、
富
士
町
シ
ャ
ー
プ
振
興
会
が
主
催

し
、
昨
年
九
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
市
内

の
ア
マ
チ
ュ
ア
音
楽
家
に
よ
り
、
毎
回
多
彩

な
演
奏
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

振
興
会
の
鈴
木
康
弘
さ
ん
（
富
士
町
）
は
、

「
気
軽
に
音
楽
を
楽
し
ん
で
、街
の
再
発
見
を

し
て
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。
こ
れ

か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
提

供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

先
月
、
一
部
開
園
し
た
富
士
西
公
園
の
公

園
セ
ン
タ
ー
に
、
石
廊
崎
か
ら
三
ツ
峠
（
山

梨
県
）
ま
で
の
地
形
を
あ
ら
わ
し
た
立
体
模

型
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
模
型
は
、

天
間
在
住
の
篠
原
弘
さ
ん
が
仕
事
の
合
間
を

縫
っ
て
一
年
半
か
け
て
制
作
し
た
も
の
。
八

月
末
ま
で
同
所
に
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

十
年
ほ
ど
前
か
ら
趣
味
で
模
型
づ
く
り
を

始
め
た
と
い
う
篠
原
さ
ん
は
、「
大
変
だ
っ
た

の
は
複
雑
な
等
高
線
に
沿
っ
て
板
を
切
る
作

業
。
そ
れ
だ
け
に
完
成
し
た
と
き
は
感
慨
無

量
で
し
た
。
富
士
山
だ
け
で
な
く
、
思
い
の

ほ
か
険
し
い
地
形
に
な
っ
て
い
る
駿
河
湾
な

ど
、
ぜ
ひ
ご
ら
ん
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

富
士
西
公
園
の
公
園
セ
ン
タ
ー
に

巨
大
立
体
模
型
を
展
示
中

生きがい福祉課　155-2760

▲ベニヤ板でつくられた立体模型（縮
尺2万5,000分の1）と制作者の篠原
弘さん。大きさは縦1.5メートル、
横4.3メートルもあります。

▲生演奏ならではの豊かな響きに、
道行く皆さんも立ちどまって聞
き入ります。

問い合わせ　富士町シャープ振興
会事務局　163-6120
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◆8月17日（日）

◆8月24日（日）

◆8月31日（日）

◆8月10日（日）

内科・小児科・外科
救急医療センター　51－0099 津田
●診療時間
平　日　　午後 7 時～翌朝 8 時
土曜日　　午後 2 時～翌朝 8 時　
日曜祝日　午前 9 時～翌朝 8 時　　

産婦人科
眼 科
耳 鼻 科
柔道整復

中島産婦人科医院
渡辺クリニック
千 葉 医 院
佐 藤 接 骨 院

長谷川産婦人科医院
杉浦眼科医院
芹沢クリニック
二 宮 接 骨 院

青島町
富士見台
沼 津
天 間

米之宮町
中央町
清水町
天　間

八幡町
中 野
伝 法
三 島
富士町

吉原 5
川成新町
裾 野
伝 法

51－4188
21－1500
962
（055）

－3315
71－7396

65－7777
52－2480
975
（055）

－9131
72－4524

61－0039
36－1800
53－5166
975
（055）

－1773
61－0548

53－7575
65－8500
993
（055）

－8000
53－8833

産婦人科
眼 科
耳 鼻 科
柔道整復

産婦人科
眼 科
耳 鼻 科
〃

柔道整復

産婦人科
眼 科
耳 鼻 科
柔道整復

◎休日救急歯科診療
診療時間　午前 9 時～午後 4 時
診療場所　歯科医師会館 153－5555

平日の夜間及び休日当直医の
問い合わせは… 151－9999

8月の休日当直医など

たむらレディースクリニック
芦 川 病 院
崎 川 医 院
萩 原 接 骨 院

谷クリニック
中西眼科クリニック
華 陀 医 院
本 柵 医 院
渡 辺 接 骨 院

と　き　 9 月 6 日・20日・27日、
10月 4 日・11日　各土曜日
計 5回　9:00～15:00

ところ　フィランセ東館ボランティアルーム
内　容　視覚障害者の自立と社会参

加の支援をするための音訳
ボランティアを養成

定　員　20人
受講料　無料
申し込み　 8 月18日～28日に電話で

社会福祉協議会ボランティ　
アセンターへ

音訳ボランティア養成講座

1 ボランティアセンター 64-7100

健康ウォーキング講座

と　き　 9 月18日～11月20日　各木
曜日　9:15～11:30 計 8 回（11月
6 日・13日は時間指定）

ところ　フィランセ西館 4階ホール
内　容　ウオーキング、ストレッチ

体操、ダンベル体操など
対　象 市内在住でコレステロール、中
性脂肪の値が要指導の40～64歳の人
定　員　30人（先着順）
受講料　500円（スポーツ保険料）
申し込み　 8 月19日から受け付けま
す。電話で保健福祉センターへ

1 保健福祉センター　64-8993

と　き　10月～平成16年 2 月の水曜
日　18:00～20:00 計16回　

ところ　温水プール
対　象　平成 3 年 4 月 2 日～平成10
年 4月 1 日に生まれた市内在住の
気管支ぜん息児童（主治医の診断
書と保護者の送迎、見学が必要）

定　員　80人（応募者多数の場合は抽せん）
申し込み　 8 月26日までに、はがき
に郵便番号・住所・参加児童名・
生年月日・保護者名・電話番号を
書いて、〒416-8558 保健福祉セン
ター「ぜん息児水泳教室係」へ

ぜん息児水泳教室

1 保健福祉センター　64-89911 消防本部警防課　55-2856

水の事故を防止しましょう

夏になると水による事故が多く発
生します。次のことに注意して楽し
い夏を過ごしましょう。
○泳ぐ前には必ず準備体操をしまし
ょう。

○子どもの遊泳には必ず保護者が同
伴しましょう。

○悪天候での遊泳・水遊びはやめま
しょう。

○飲酒後の遊泳はやめましょう。
○富士海岸での遊泳は危険です。絶
対にやめましょう。

平成16年度採用
富士市職員（看護教員）募集

1 人事課 55-2711

試験日 9 月26日（金）会　場　市立看
護専門学校
対　象　昭和44年 4 月 2 日以降に生
まれた人で、看護教員資格を有し、
精神臨床看護経験 3年以上の人。
または、看護師免許を有し、臨床
看護経験が 5年以上（うち、精神
臨床看護経験 3年以上）で看護教
育に意欲のある人。

募集人数　 1 人
受付期間　 8 月11日～ 9月12日
※詳細は、人事課・看護専門学校で
配布する試験案内をごらんください。

富士文庫特別コレクションを
知る講座　～伊勢物語～

1 富士文庫 72-1612

と　き 9 月14日、10月12日、11月
9 日、12月14日、平成16年 1 月11日
各日曜日 13:30～15:30 計 5 回
ところ　富士文庫講座室
定　員　30人（先着順）
受講料　無料
講　師　小出貫

みち

暎
てる

さん（星陵高校特任講師）
申し込み　 8 月19日の9:00から受け
付けます。申込用紙（中央・東・西
図書館、富士文庫で配布）に必要
事項を記入して、直接富士文庫へ

※電話での申し込みはできません。

7月から中央図書館にインターネットを閲覧できるパソコンを 4台設置
しました。ルールを守って利用しましょう。
利用方法 カウンターで利用申し込みをしてください。原則として 1人 1
時間以内。図書館利用者カードが必要です。※メールと印刷はできません

利用できる時間 火曜日～日曜日（休館日を除く）の9:00～17:00（夜間開　
館時は9:00～19:00） 1 中央図書館　51-4946

中央図書館でインターネットを閲覧できます

NEW!!わかふじ国体開催のため、
富士総合運動公園内体育施設の使
用申請受付開始日を変更します。
11月11日～16日の使用申請は、
9 月10日から受け付けます。

1 温水プール　36-2131

体育施設使用申請の
受付開始日変更について
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1 消防本部予防課　55-2860

危険物取扱者試験

と　き　11月 9 日（日）
○甲種 10:00～12:30
○乙種（第 4 類以外） 10:00～12:00
○丙種 10:00～11:15
○乙種（第 4 類） 13:30～15:30
ところ　吉原第一中学校
申し込み　 9 月 1日～11日に申込用
紙（消防本部予防課にあります）に
必要事項を記入し、直接または郵
送で、〒420-0034 静岡市常磐町1-
4-11（財）消防試験研究センター静
岡県支部へ　1054-271-7140

富士市水道事業経営審議会
委員募集

1 水道総務課　55-2843

水道事業の経営状況、料金水準及
び料金体系、そのほかの水道事業の
基本的な事項について審議していた
だくため、経営審議会委員のうち水
道の使用者代表を公募します。
任　期　11月 1日～平成17年10月31
日（会議は年 1回平日に開催）
定　員　 7 人程度（書類選考後面接予定）
募集期間　 8 月15日～9月16日
資　格　市の上水道を使用する市民

で、18歳以上の人
応募方法 所定の申込書（水道総務課
及び各公民館にあります）に必要事項
を記入の上、直接または郵送で、〒
417-8601 富士市役所水道総務課へ

種　目 ①一般曹候補学生 ②曹候
補士　③航空学生（パイロ
ット）④ 2等陸海空士

資　格 ①24歳未満の男女 ②27歳
未満の男女 ③21歳未満の
男女　④27歳未満の男女

受　付　 8 月 4 日～ 9月10日
試験日　①② 9 月20日（土）③ 9 月23日
（火）④ 9月中旬（受付時にお知らせします）
※採用説明会を 8月30日（土）の10:00～
15:00に吉原公民館で行います。
問い合わせ　自衛隊富士募集事務所

151-1719
Fhttp://www.geocities.co.jp/College
Life-Club/4303/jdf_001.htm

1 市民課　55-2746

自 衛 官 募 集

定　員　親子水泳は15組30人、リフレッシュ水泳・女性水泳は各30人、ほのぼ
の健康体操は各60人（応募者多数の場合は抽せん）

申し込み　親子水泳・リフレッシュ水泳・女性水泳は 8 月31日（日）の8:30～9:00
に本人が受講料と印鑑を持参し温水プールへ。ほのぼの健康体操は
9 月 7 日（日）の8:30～9:00に本人が受講料を持参し富士柔剣道場へ。

親子水泳・リフレッシュ水泳・女性水泳・ほのぼの健康体操教室

1 施設利用振興公社 36-2131

教　  室　  名 と　　　　　き ところ  対　象 受講料 

親　子　水　泳 

リフレッシュ水泳 

①ほのぼの健康体操 

②ほのぼの健康体操 

 9 /30～11/18 　毎週火曜日 
　　　15:30～17:00　計 8 回 

5,000円 

5,500円 

 9 /24～11/12 　毎週水曜日 
　　　10:00～11:30　計10回 

 
温水プール 

 3 ～ 6 歳児 
とその親 

女　性　水　泳  9 /26～11/28　毎週金曜日 　　　10:00～11:30　計10回 
10/ 1 ～12/ 3 　毎週水曜日 
　　　 9:30～10:30　計10回 2,000円 60歳以上 

一般女性 

一　　般 

10/ 1 ～12/ 3 　毎週水曜日 
　　　10:40～11:40　計10回 

富士 
柔剣道場 

● ● ●市民れんらく版● ●●

★大石亜矢子さわやかコンサート
と　き　 8 月25日（月）13:30 開場
ところ　ロゼシアター 3階レセプ

ションホール
入場料　2,000円（ケーキセット付）
問い合わせ 8 月20日までに大石
亜矢子さわやかコンサート実行
委員会へ　165-0852

★終戦当時の引揚者の皆さんへ　
通貨・証券などを返還します

対　象　終戦後、外地から引き揚
げてきた人が上陸地の税関、海
運局または外地の引き揚げ集結

地の総領事館、日本人自治会な
どに預けた通貨・証券など

※返還の申し出は、家族でも可。
問い合わせ 清水税関支署田子の

浦出張所　133-2791
★富士古典文学講座『太平記』の世界
と　き　 9 月～平成16年 1 月の第

2土曜日　計 5回　
ところ　富士市民センター
講　師　小

こ

秋
あき

元
もと

段
だん

さん（法政大学教授）
定　員　80人（先着順）
受講料　4,500円（資料代含む）
申し込み 8月20日（水）の9:00～12:00

に直接富士公民館玄関へ
問い合わせ 加藤 方　164-1858
★高校生が作った環境にやさしい
乗り物 展示試走会

と　き　 8 月30日（土）10:00～15:00
※雨天時は31日（日）に順延　

ところ　市役所駐車場 入場料 無料
展示内容　省エネカー、ソーラー
カー、電気自動車、電動アシス
ト自転車展示試乗会　など

※ご来場は公共交通機関をご利用ください。
問い合わせ吉原工業高校同窓会 吉

きっ

峰
ぽう

会
かい

会長宮川（（株）アステック）方 134-0285

施設の休みや開館時間をお知らせ

ダイヤル施設案内　152-1111

市税収納推進員募集

1 収税課 55-2730

応募資格　市内在住の離職者（公共
職業安定所に求職登録が必要）で、
原動機付自転車以上の運転免許が
あるおおむね45歳から59歳までの人
業務内容　市税の未納分の徴収、納　

付の勧奨など
勤務時間　原則として10:30～17:00
（火・木曜日が週休で、土・日・祝日は出勤）
任用期間　10月 1 日～平成16年 3 月30日
募集人数　 3 人（書類選考の上、9月　

上旬に面接を実施します）
報　酬 日額8,200円
申し込み 8 月20日～29日に応募用
紙（収税課で配布）に必要事項を記
入の上、直接収税課へ（郵送不可）
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8 月の水道料金・下水道使用料
～納入は便利で確実な口座振替で～
市指定金融機関の窓口で直接お申し込みください。

持ち物　通帳・印鑑（届印）・水せん番号（各世帯配布の「使用水
量等のお知らせ」に記載）※申込書は金融機関にあります。

問い合わせ 水道部営業課　55-2846

○納入期限　　 8 月29日（金）
（納入通知書は、今月中旬に郵送します）

○口座振替日　 8 月28日（木）

※納入は２か月に１度です（地区によって納入月が異なります）

富士発・女
ひと

と男
ひと

のフォーラムが内
容一新！男女共同参画センター（フィ
ランセ内）を拠点に、年間を通じて利
用団体がさまざまな講演会やワーク
ショップなどを企画・運営する形に
変更。今回は、その第一弾です。
①講演会「ひとにやさしいまちづく
りとは～福祉の現場から～」

と　き 8 月31日（日） 10:30～12:00
ところ　フィランセ西館4階ホール
講　師 五味保

やす

教
のり

さん（社会福祉士）
参加費 無料 ※ただし託児は 1人

500円（要予約）
申し込み 8 月27日までにFAXで住
所・氏名・電話番号・託児の有無を
明記し、「福祉をすすめるみんなの
つどい」村上方へ　561-9753

②CAPおとなのワークショップ「子
どもたちが暴力にあわないために」
と　き 9 月 6 日（金）10:00～12:00
ところ　フィランセ西館 3階第 1会議室
定　員 80人（先着順）
参加費 無料　
申し込み 9 月 5 日までにFAXで住
所・氏名・電話番号を明記し「CA
Pふじ」宇佐美方へ 571-2505

※託児希望者は 8月31日まで　

1 男女共同参画室　55-2724

富士発・女
ひと

と男
ひと

のフォーラム

ところ　ラ・ホール富士 対　象 勤労者、一般（学生は除く）
申し込み　 9 月 2 日～ 7日の9:00～20:30に直接ラ・ホール富士へ（応募者多数

の場合は抽せん。当せん者にははがきで通知） ※代理人での申し込
みは 1 人分のみできます。受講料は受講決定後に納付となります。

ラ・ホール富士

エクセル・ワード・年賀状作成・エアロビクス・陶芸ちょっと体験教室

1 ラ・ホール富士 53-4300

教 　 室 　 名 と　　　　　　　　　　　き 定員 回 受 講 料 

エ　ク　セ　ル 

ワ　　ー　　ド 

 
年 賀 状 作 成 

 

エアロビクス  

 

陶芸ちょっと体験 

　10/ 1 ～10/29  毎週水・金曜日  10:00～12:00 

　10/ 7 ～11/ 6   毎週火・木曜日  19:00～21:00 

①10/25～11/15  毎 週土曜日  13:30～15:30 

②10/25～11/15  毎 週土曜日  19:00～21:00 

①10/ 1 ～12/ 3   毎 週水曜日  10:00～11:30 

②10/ 1 ～12/ 3   毎 週水曜日  19:00～20:30 

③10/ 2 ～12/ 4   毎 週木曜日  19:00～20:30 

④10/ 3 ～12/12  毎 週金曜日  19:00～20:30 

　10/ 3 ～ 2 /20  隔 週金曜日  19:00～21:00

8 

 

4 

 

 

 
10

 

20人 
 

 

 

 

30人 

　 

8,000円 

 

 

 

4,000円 

博物館秋の陶芸教室

1 市立博物館　21-3380

と　き 9 月 4 日（木）・ 9日（火）・11日
（木）・25日（木）、10月 7 日（火）・9 日（木）・
21日（火）、11月11日（火）・13日（木）・27日
（木） 計10回
●昼の部　 13:00～15:00
●夜の部　 18:30～20:30

ところ　市立博物館工芸棟陶芸室
対　象　市内在住・在勤で毎回出席できる人
定　員　各25人（先着順）
受講料 2,000円（材料費は別途）
申し込み　 8 月27日の9:00から受け

付けます。本人が電話で市
立博物館へ

1 青少年センター　21-6129

ところ 青少年センター（広見小学校西側）
対　象 市内在住・在勤の15～30歳の人（中・高校生は不可）
受講料 材料費。そのほか、保険料250円と利用者会費500円が必要
申し込み 8 月22日～ 9月12日に、直接または往復はがき（1 講座× 1 枚）の
往信用の裏面に希望する講座名、曜日、住所、市外在住の人は勤務先を明
記、氏名

フリガナ

、生年月日、電話番号を、返信用の表面に住所、氏名を書いて、〒
417-0862 石坂456-5 青少年センターへ（応募者多数の場合は抽せん）
※応募者が定員の半数に満たない場合は中止となります。

青少年センター
青 年 教 養 講 座

講　　座　　名 曜日 期　　　間 時　　　間 回数 定員 （人） 
材  料  費 
（全　額） 

華　　  道（池　  坊） 

茶　　  道（抹　 茶） 

茶　　  道（煎　 茶） 

着物着付け（女　 性） 

料　　  理（月　 曜） 

料　　  理（火　 曜） 

料　　  理（木　 曜） 

パ   ン   づ   く   り  

パ ソ コ ン（ワード） 

パ ソ コ ン（エクセル初級） 

パ ソ コ ン（エクセル） 

エ  ア  ロ  ビ  ク  ス  

英  会  話（ビギナー） 

英  会  話（中　  級） 

話　 　   し   　 　方 

10/15～ 3 /17 
10/14～ 3 / 9 
10/17～ 3 /12 
10/16～ 3 /11 
10/ 6 ～ 3 /22 
10/14～ 3 / 9 
10/16～ 3 /11 
10/18～ 3 /27 
10/ 6 ～12/22 
10/15～12/17 
10/16～12/18 
10/15～12/17 

10/17～12/19 
 
10/ 6 ～12/15

水 
火 
金 
木 
月 
火 
木 
第 3 土 
月 
水 
木 
水 

金 
 
月 

19：30～21：00 
19：00～20：00 
20：00～21：00 
19：00～21：00

19：00～21：00

19：00～21：00

13：00～16：00

 
 
 

20 
 
 
 
6  
9  

10
 
 

10 

10
 
 
8 

15 

10
 

 
15 
 
24 
 
20 
 
10 
 
20 

15
 

 
15

  2 万円 

6,000円 
 
2,000円 
   
  2 万円 
   
6,000円 
 
2,500円 
 
 

無 　料
 

 
 



暮 ら し の

（13）

家族が楽しく語り合える家庭を築くためには、みん
なが健康で、元気に生活することが必要です。そのた
めには、スポーツや野外活動で身体を鍛えることも大 総務課 155-2705

切です。家族みんなが明るい笑顔で手を取り合って暮ら
している家庭には、非行の芽は生えてきません。

8月は「電話相談強調月間」です。青少年相談所では、
12人の電話相談奉仕員が交代で、相談をお受けしていま
す。だれにも相談できずにいるあなた、一人で悩まずに
電話してみませんか。 1 青少年相談所　51-3741

富士山のようにたくましく　働くよろこびをもち
健康な家庭をつくります

富士山のようにたくましく　働くよろこびをもち
健康な家庭をつくります

富士山のようにたくましく　働くよろこびをもち
健康な家庭をつくります

富士山のようにたくましく　働くよろこびをもち
健康な家庭をつくります

富士山のようにたくましく　働くよろこびをもち
健康な家庭をつくります

富士山のようにたくましく　働くよろこびをもち
健康な家庭をつくります

富士山のようにたくましく　働くよろこびをもち
健康な家庭をつくります

富士山のようにたくましく　働くよろこびをもち
健康な家庭をつくります

富士山のようにたくましく　働くよろこびをもち
健康な家庭をつくります

富士山のようにたくましく　働くよろこびをもち
健康な家庭をつくります

富士山のようにたくましく　働くよろこびをもち
健康な家庭をつくります

富士山のようにたくましく　働くよろこびをもち
健康な家庭をつくります

富士山のようにたくましく　働くよろこびをもち
健康な家庭をつくります

富士山のようにたくましく　働くよろこびをもち
健康な家庭をつくります

富士山のようにたくましく　働くよろこびをもち
健康な家庭をつくります

富士山のようにたくましく　働くよろこびをもち
健康な家庭をつくります

富士山のようにたくましく　働くよろこびをもち
健康な家庭をつくります

一 斉 防 疫
希望した町内のみ実施します

1 環境衛生課　55-2768

  9 月 2 日（火） 伝馬町、西仲町、新追町、弥生町 住吉町、幸町、昭和通り 

   〃   5 日（金） 鍛治町 1、和田町 1・2 吉原緑ヶ丘、上和田町 

   〃   4 日（木） 荒田島 1 荒田島 2、日吉町 1・2

   〃   3 日（水） 東国久保 西国久保、日吉町 3

   〃   8 日（月） 富士見町、泉町、仲町 新橋 

   〃   9 日（火） 立小路、栄町、田宿 市場町、水の上 

   〃  12日（金） 駿河台 2・4 駿河台 1・3

   〃  11日（木） 吹上 寺市場、一の宮 1・2

   〃  10日（水） 依田橋 八代町 

月　　日 午　　　前 午　　　後 

1 都市計画課　55-2786

岳南広域都市計画区域
マスタープランの公聴会の開催

岳南広域都市計画区域（富士市、富
士宮市）マスタープランの決定に関す
る公聴会を開催します。
と　き 9 月 2 日（火） 14:00～
ところ 消防防災庁舎 7階大会議室
内　容 都市計画区域マスタープラ　

ン、区域区分の都市計画原
案に対する意見陳述（公述）

公述申し込み　
公述申込書（県都市計画室、市都

市計画課にあります）に、必要事項
を記入の上、8月26日（当日消印有効）
までに直接または郵送で、〒420-8601
静岡県都市計画室へ
都市計画原案の閲覧　
県都市計画室、市都市計画課及び

県のホームページで閲覧できます。
なお、公述人がない場合は、公聴

会は開催しませんので、8月29日（金）
に富士市都市計画課ホームページで
お知らせします
問い合わせ 県都市計画室（1054-
221-3204）または市都市計画課へ

県Fhttp://www.pref.shizuoka.jp/toshi/tj-02/
市Fhttp://www.city.fuji.shizuoka.jp/city
-hall/tosise-b/tosikei/

富士中部地区計画の変更
に係る縦覧

富士中部地区計画の変更を行うた
め、次の日程にて都市計画案を縦覧
します。
と　き　 8 月20日～ 9月 3日　

8:30～17:00（土・日を除く）
ところ　市役所 4階　都市計画課

※都市計画案について意見
があるときは、縦覧期間中
に意見書の提出ができます
詳しくは都市計画課へ

1 都市計画課　55-2785

大　　　賞 

優　秀　賞 

木下恵美子（富士見台 3 ） 
石本　敬子（静岡市） 
鈴木　恭子（元　町） 
竹林紀久江（本　町） 
吉村　潤子（富士岡） 

 洋
　
　
画 

大　　　賞 
優　秀　賞 

朴澤美知恵（厚　原） 
甲田　幸子（柚　木） 

 

日
本
画 優　秀　賞 

優　秀　賞 

齊藤　雪江（中　里） 

戸村　賢治（長　通） 彫
刻 

ぼく   さわ 

第37回　富士市展審査結果
絵画（洋画・日本画）・彫刻の部

1 文化スポーツ課　55-2874

1 都市計画課　55-2786

岳南広域都市計画
変更説明会の開催

下記の 2案件について説明会を開
催します。
①都市計画道路
都市計画法施行令の改正による市

内都市計画道路の車線数を都市計画
に定めること及び一部県道、市道区
間の分割に伴う名称変更（なお、今
回は道路幅員などの区域変更は伴い
ません）
②都市計画下水道
都市計画運用指針の事務処理簡素

化による下水道管渠
きょ

の一部区間廃止、
処理区名称変更及び老朽化に伴う吉
原終末処理場の廃止など
と　き　 8 月29日（金）19:00～
ところ 消防防災庁舎 7階大会議室

8 月の教育委員会会議
8 月定例会を次のように開催します
と　き　 8 月20日（水） 13:30～

ところ 市役所 8階　政策会議室
1 教育総務課　55-2865

1 消防本部警防課　55-2856

愛
あし

鷹
たか

連峰の登山にご注意を

愛鷹連峰の須津川上流は、岩盤が
もろく落石の危険があるため、特に
注意が必要です。登山するときは次
のことを心がけてください。
○朝早く出発し、早目に下山するよ　
う計画しましょう

○経験豊かなリーダーと一緒に行動　
しましょう

○装備は万全にしま　
しょう

○登山者カードを必
ず提出しましょう　

1 商業労政課　55-2778

障害者就職面接会

障害者の雇用促進、就業の場の確
保を図るため、障害者就職面接会を
開催します。
と　き 9 月 2 日（火）13:30～16:00
ところ フィランセ西館 4階ホール
参加事業所 管内事業所ほか
問い合わせ 富士公共職業安定所

151-2151
※駐車場に限りがありますので、でき
る限り公共交通機関をご利用ください。

祭りや行事、見どころを紹介

ダイヤルお出かけ情報 153-1111
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平
成
十
五
年
八
月
五
日
号

先日、広島市に行く機会があっ
たので、広島平和記念資料館にも
足を運んだ。原爆については自分
なりに理解していたつもりなのだ
が、黒く焼け焦げた遺品、熱線や
放射線による被害を紹介した展示
を改めて見て、あまりの衝撃に涙
がとまらなくなった。

人　口　242,617人 （前月比＋90）
男　120,748人 （＋3）
女　121,869人 （＋87）

世　帯　84,841世帯（＋89）7月1日現在
編集・発行　富士市総務部広報広聴課
〒417-8601 静岡県富士市永田町1-100

10545-51-0123（代）50545-51-1456

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
直
前
の
昭
和
三
十
九
年

十
月
六
日
、
開
催
地
東
京
を
目
指
し
た
聖
火
が
、
国

道
一
号
（
現
在
の
県
道
富
士
・
由
比
線
）
の
富
士
川

橋
を
渡
り
、
つ
い
に
富
士
市
に
到
着
し
ま
し
た
。
聖

火
を
運
ぶ
リ
レ
ー
隊
は
、
各
競
技
で
活
躍
し
て
い
る

高
校
生
や
社
会
人
を
中
心
に
編
成
。
国
道
を
旧
富
士

市
で
は
三
区
間
、
旧
吉
原
市
で
は
四
区
間
に
分
け
て
、

聖
火
は
白
煙
を
な
び
か
せ
な
が
ら
、
リ
レ
ー
隊
に
よ

っ
て
堂
々
と
運
ば
れ
て
い
き
ま
し
た
。

な
お
、
こ
と
し
の
国
体
で
は
、
炬き

ょ

火か

リ
レ
ー
を
実

施
。
富
士
山
の
頂
上
で
採
火
さ
れ
た
炬
火
を
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
が
リ
レ
ー
し
ま
す
。

※
「
聖
火
」と
い
う
名
称
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
で
し
　

か
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

東
京
を
目
指
し
て
次
々
と
リ
レ
ー

当
時
、
高
校
の
陸
上
部
の
顧
問
を
し
て
い
ま
し

た
の
で
、
元
吉
原
地
区
を
走
る
区
間
の
中
継
責
任

者
を
務
め
ま
し
た
。
中
継
所
や
沿
道
に
は
、
日
の

丸
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
小
旗
を
持
っ
て
声
援
を
送

る
市
民
の
皆
さ
ん
が
大
勢
い
ま
し
た
。
ず
い
ぶ
ん

と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
ね
。
日
本
で
最
初
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
、
も
ち
ろ
ん
聖
火
を
見
る
の
も
初
め

て
で
す
か
ら
、
皆
さ
ん
の
期
待
や
関
心
も
大
き
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
国
体
で
も
こ
う
し
た
リ
レ
ー

が
見
ら
れ
る
と
思
う
と
わ
く
わ
く
し
ま
す
。

一番恐ろしいのは、広島を一瞬
にして廃墟にし、20万人もの命を
奪ったのは人間であり、天災では
ないということ。そして、どんな
天災よりも恐ろしい結果をもたら
したということである。
戦争は、百害あって一利なし、
心からそう思った。 （ゆ）

沿
道
や
中
継
所
に
は
大
勢
の
皆
さ
ん
が

聖火リレーで区間責

任者を務めた

佐藤　嘉
よし

邦
くに

さん
（桑崎）

※

↑

聖
火
が
富
士
市
の
走
者
の
ト
ー
チ
に
（
富
士
川
橋
東
側
水

神
付
近
）

←

元
吉
原
付
近
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